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Rose yellow mosaic virus日本系統の特性解明 
 









In 2016, rose plants cv. Irish Mist showing yellow mosaic symptoms on leaves were found in Tokyo. 
Systemic leaves of Chenopodium quinoa inoculated with sap of the rose leaves, mechanically, 
indicated chlorotic spot symptoms. Three out of 22 species in 7 families of indicator plants were 
susceptible when the isolate was inoculated after single lesion isolation. Filamentous viral particles 
of about 770~800nm in length were observed in sap of infected C. quinoa under an electron 
microscope. Complete genomic sequence was 9,704 nucleotides, and pairwise comparisons show 
87.9% identities with that of rose yellow mosaic virus (RoYMV) Minnesota strain. RoYMV Japanese 
strain encoded a 6K1 region in the genome which is unknown function, while Minnesota strain failed 
it. When survey rose plants in a botanical park in Tokyo, all RoYMV detected by RT-PCR possessed 
6K1 sequences. 























ュ・ミスト’（図 1-A）を材料に C. quinoaで単病斑分
離して RoYMV分離株（日本系統）を確立した（図 

































本分離株を 7科 14属 22種の草本植物に機械接種し
たところ, C. quinoaと C. amaranticolorでは接種葉, 
上位葉ともに退緑斑点症状が見られた（図 1-B）. ま
た, ホウレンソウ（Spinacia oleracea）にも無病徴で感
染し, 合計でヒユ科 3種に全身感染した. 
b) 物理学的性状 
本ウイルスの物理的性質として, 耐希釈性は 10-2～
10-3, 耐熱性（10分間）は 65～70℃, 耐保存性
（20℃）は 100日以上であった. 
c)透過型電子顕微鏡によるウイルス粒子の観察 
























図 2	 RoYMV部分純化試料中に認められたひも状粒子 
(A)	 ※Bar= 500nm 
SDS-PAGEで確認された 1本のバンド (B)	  






統の全塩基配列を決定した. その全長は 9,704 ntで, 
タンパク質翻訳領域（ORF）は 9,408 ntであった. 
ORF内の構造は一般的な Potyvirusでみられる 10個
の翻訳領域が確認され, ミネソタ系統には存在しない
6K1領域が含まれていた. 本ウイルスの ORFは, 
RoYMVミネソタ系統と塩基配列で 85%, アミノ酸配









取し, 抽出した RNAを用いて RoYMVを対象とした





4. 1 RoYMV日本株について 
  今回の調査で見つかった RoYMV 日本系統の ORF
は, ミネソタ系統（4）と比較して約 200nt長かった. ミ
ネソタ系統では 6K1領域と P3, CI領域の一部が欠失し
ていたが, 日本系統では一般的な Potyvirusと同様の遺



















ことから, 本ウイルスの 6K1 領域の機能は PPV のも
のとは異なるであろうと推定される. RoYMV に 6K1
の存否が異なる二つの系統が米国（ミネソタ州）と日
本で確認されたこと,また調査した都内植物公園で検
出された全ての RoYMV が 6K1 を保有していたこと
は、本ウイルスの 6K1の機能を解明する上で極めて興
味深い. 
	 4.2 RoYMVの媒介生物の推定 
	 RoYMV のゲノム配列の解析結果から，アブラムシ
媒介に関与するmotifとして知られているHC-Pro領域
内の KITC, IGN, CCC, PTK および CP 領域の DAG は
確認されなかった.一方，サビダニ媒介に関する motif
である HC-Pro 領域の C-2X-C は確認された（6）. 
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